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例年、各地域における防災事業所と関係機関との連携強化及び情報の共有化を目的に当該会議を行っており、一昨年
度までコロナ禍影響で中断はありましたが、今年度もコロナ禍影響は残るものの、十分考慮しながら予定通り下記 6地域
での会議を開催致しました。

1　2023年度　行政・警察・消防・防災事業所連絡会議

今�年度の資料提供は従来の会議方式の内容を踏襲しつつ、
①各行政からのお知らせとして所管の高圧ガス事故の発生状況資料
②当協会からのお知らせとして今年度協会事業の概要資料
③当協会からの報告として机上訓練ディスカッション用資料
④当協会からの報告として現状の防災事業所一覧資料
⑤県からのお知らせとして高圧ガス地震防災緊急措置訓練パンフレット

を資料提供し、今年度は地区毎にディスカッションする対象ガス種を定め、緊急時の対応方法について議論しました。
来年度も今年度の議論を踏まえて種々の取組を織り込んで連絡会議を実施していきますので、ご理解とご協力をお願い
致します。

2023年度 事業中間報告

横　浜 県　央湘　南

2023年度　行政・警察・消防・防災事業所連絡会議

防災事業所 行政（県・政令市） 警察 消防 合計

川　崎 6月 9日（金） 　かわさき保育会館 第5会議室 7 4 6 1 18

横　三 6月13日（火） 　横須賀市文化会館 第1会議室 7 2 8 7 24

湘　南 6月15日（木） 　平塚市商工会議所 第１・第２会議室 9 2 7 7 25

県　西 6月20日（火） 　小田原市民交流センター 会議室1・2 7 1 2 5 15

横　浜 6月28日（水） 　波止場会館 5F多目的ホール 10 4 22 2 38

県　央 7月 4日（火） 　サンエールさがみはら 第1研修室 16 3 8 6 33

56（49） 16（16） 53（44） 28（38） 153（147）

（　）内数字は昨年度実績

地区名 開催日 会　場　名
出　席　者　数

合　計
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例年通り高圧ガス運送時における事故の未然防止に向けた事業として、各種講習会に取り組んでいます。とりわけ、「高
圧ガス運送基準指導」は協会が定める運送基準を基に構成されており、県内7会場において開催しており、現在までに
県央までの4会場で講習が終了しました。
2018年度から運送員講習、運送指導員講習とも「行政からのお知らせ」の時間割を設け、これまでの３限制から４限
制に変更し、また、運送指導員講習についてはこれまで新規受講者のみ終了考査を実施していましたが、受講者全員への
終了考査実施を義務付けました。これらは、行政における高圧ガス関係権限の一部移譲や高圧ガス運送基準の協会基準
化に伴うものであり、特に運送指導員の選任権限を事業者に付与したことから、協会としては運送指導員の皆さんに重要
情報を確実に把握してもらうために実施しているものです。
また、今年もコロナ禍影響は残りますが、年度としての講習開催を従来の７会場に戻しています。
併せて今年度から県西（小田原）地区で指導員講習を追加し、例年の５会場から６会場に増やしました。

2　2023年度　高圧ガス運送基準指導及び運送指導員資格取得更新講習会
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横須賀会場

小田原会場

川崎会場

運送員・運送指導員証に関する注意喚起

初めて運送員講習会に受講される場合に持参する運送員証に必要事項が未記入で提出
する受講者が続発しています。
持参させる運送員証に、「受講者の顔写真・氏名・生年月日・事業所名」等、必要事
項が記載済みかどうかを事業者に於いて、必ず確認をお願い致します。

※特に顔写真が貼られていないケースが多く、受講者本人が講習会へ来たことを確認
するためのものでもあるため、特に注意喚起をお願い致します。

注意1�（高圧ガスの運送途上は必ず携帯すること。）
2（運送員証には必ず運転者本人の顔写真を貼ること）
3（運送員証には必ず指導員の番号、氏名を記載すること）
4（運送員証には必ず事業社名を記入すること）



貨物自動車における荷役作業時の墜落・転落防止対策の充実に係る
労働安全衛生規則等の一部改正のポイント

昇降設備の設置が義務付けられる貨物自動車の範囲の拡大 ［令和5年10月1日施行］

保護帽の着用が必要な貨物自動車の範囲の拡大 ［令和５年10月1日施行］

運転位置から離れる場合の措置 ［令和５年10月１日施行］

テールゲートリフターを使用して荷を積み卸す作業への特別教育の義務化
［令和６年２月１日施行］

⚫ 最大積載量が「２トン以上」の貨物自動車で荷を積み卸す作業を行う
ときは、昇降設備を設置することが義務となります。

⚫ 昇降設備は、「床面と荷台との間の昇降」「床面と荷の上との間の昇
降」のいずれにも必要です。

⚫ 昇降設備には、踏み台等の可搬式のもののほか、貨物自動車に設置さ
れている昇降用のステップも含まれます。

⚫ テールゲートリフターを中間位置で停止させてステップとして使用す
る場合は、そのテールゲートリフターが「昇降設備」となります。

⚫ 次のいずれかに該当する貨物自動車で荷を積み卸す作業を行うときは、
保護帽の着用が義務となります。
➢ 最大積載量５トン以上
➢ 最大積載量２トン以上５トン未満で、荷台の側面が開放できるもの
（あおりのない荷台のあるもの、平ボディ車、ウイング車など）

➢ 最大積載量２トン以上５トン未満で、テールゲートリフターが設置
されているもの（テールゲートリフターで荷の積卸しを行うときに
限る。）

⚫ 保護帽は、型式検定（国家検定）に合格した「墜落時保護用」の製品
を使用しなければなりません。

⚫ 運転席とテールゲートリフターの操作位置が異なる場合は、運転者が運転位置を離れる場合に義務付け
られている ①エンジン停止と、②荷役装置を最低降下位置に置くことが適用除外となります。ただし、
ブレーキを確実にかける等の逸走防止措置は必要です。

⚫ 荷を積み卸す作業を伴うテールゲートリフターの操作の業務が、特
別教育の対象となります。【学科4時間・実技2時間】
➢ 貨物自動車に設置されたテールゲートリフターが対象です。
➢ 荷を積み卸す作業を伴わない定期点検等の業務は対象外です。
➢ 介護用の車両に設置された車いす用の装置等は対象外です。

⚫ テールゲートリフターの稼働スイッチの操作だけでなく、荷のキャ
スターストッパー等の操作、昇降板の開閉や格納など、テールゲー
トリフターを使用する業務も対象となります。

⚫ 荷を積み込んだロールボックスパレット等をテールゲートリフター
の昇降板に乗せ、又は卸す作業を行う者も、できる限り特別教育を
受けることが望ましいです。

詳しくは陸上貨物運送事業労働災害防止協会の特設ページ
をご覧ください。
http://rikusai.or.jp/measures/niyakuboushi/#kisoku

昇降設備の例

労働安全衛生規則等の一部改正のお知らせ
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貨物自動車における荷役作業時の墜落・転落防止対策の充実に係る

労労働働安安全全衛衛生生規規則則等等一一部部改改正正ののＱＱ＆＆ＡＡ⑥⑥

白ナンバーの貨物自動車で、テールゲートリフターを使用して荷を積
み卸す作業においても、作業者への特別教育が必要ですか？

労働安全衛生法には罰則がありますか？
労働安全衛生法では、事業者等にその実施義務等を確実に履行させるために

多くの条文に罰則がついています。この度の労働安全衛生規則改正部分に適用
される罰則の条文として、安衛法第１１９条、１２０条があります。

条条 文文 処処分分内内容容（（例例）） 罰罰則則

安安衛衛法法
第第119条条

・テテーールルゲゲーートトリリフフタターーをを使使用用ししてて荷荷をを積積みみ卸卸すす作作業業へへのの
特特別別教教育育をを行行わわななかかっったた事事業業者者

・昇昇降降設設備備をを設設置置ししななかかっったた事事業業者者
・保保護護帽帽のの着着用用ををささせせななかかっったた事事業業者者
・運運転転位位置置かからら離離れれるる場場合合のの措措置置をを講講じじななかかっったた事事業業者者

6月月以以下下のの
懲懲役役ままたたはは
50万万円円以以下下

のの罰罰金金

安安衛衛法法
第第120条条

・昇昇降降設設備備のの設設置置がが義義務務付付けけらられれてていいるる貨貨物物自自動動車車でで
昇昇降降設設備備をを使使用用ししななかかっったた労労働働者者

・保保護護帽帽のの着着用用がが必必要要なな貨貨物物自自動動車車でで、、保保護護帽帽をを使使用用しし
ななかかっったた労労働働者者

・運運転転位位置置かからら離離れれるる場場合合のの措措置置をを講講じじななかかっったた労労働働者者
・特特別別教教育育のの記記録録をを保保存存ししてていいななかかっったた事事業業者者

50万万円円以以下下
のの罰罰金金

なお、特別教育の受講対象者は次のとおりです。
 特別教育の受講が必要となる業務は、テールゲートリフターの稼働スイッチを

操作することだけではありません。
 テールゲートリフターに備え付けられた荷のキャスターストッパー等の操作、

昇降板の展開や格納の操作など、テールゲートリフターを使用する業務も含ま
れます。

 テールゲートリフターによる荷役作業を安全に行うため、荷を積み込んだロー
ルボックスパレット等をテールゲートリフターの昇降板に乗せ、または卸す作
業を行う人にも、できるだけ特別教育を受けさせましょう。

労働安全衛生法では、緑ナンバーと白ナンバーは区別され
ませんので、白ナンバーのトラックでも特別教育は必要です。
また、トラックの最大積載荷重の規程はないので、軽自動

車のトラックでも特別教育は必要です。
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2023年度（第38回）関東高圧ガス保安大会開催のご報告

7月28日（金）、東京ガーデンパレス（東京都文京区湯島）において2023年度（第 38回）関東高圧ガス保安大
会が開催されました。
コロナ禍影響も下火になり昨年に引き続きの開催となりましたが、世情を鑑み祝賀パーティーは今年も中止となりまし
た。上記を踏まえ参加者も表彰者を中心に関係者での開催としましたことを併せて、開催のお知らせと致します。
なお、今回の表彰で㈱サガミ殿が優良防災事業所として「高圧ガス保安関東東北産業保安監督部長表彰」を受賞され

ました。

令和5年度　高圧ガス保安関東東北産業保安監督部長表彰 関東高圧ガス保安団体連合会　会長表彰
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※�今年度も、県知事表彰、各団体会長表彰の表彰式並びに記念講演のみ実施し、祝賀パーティーは中
止となりました

※�受賞者（随行者含む）と大会関係者以外に会員事業所からの参加については事前登録となりますので
事務局までご相談ください。ご理解の程、宜しくお願い致します。

※�当協会会長表彰受賞者には第 2回理事会（9/12）にて承認後、協会事務局より個別にお知らせ致
します。

第18回 神奈川県高圧ガス火薬類保安大会の開催

２０２３年度（第51回） 神奈川県高圧ガス地震防災緊急措置訓練

訓練開催日時：2023年10月4日（水）
13時～16時

訓 練 会 場：平塚市湘南海岸公園
（平塚市高浜台34-1）

訓 練 概 要：高圧ガス燃焼特性、
 基本措置訓練、
取扱形態別訓練等

主　　　 催：神奈川県、県内５保安団体
協 力 機 関：神奈川県警察本部

神奈川県警平塚警察署
平塚市消防本部

これまで県内６地域の持ち回りで当該訓練を実施してきましたが、2018度から行政４区分（神奈川県、
横浜市、川崎市、相模原市）の持ち回りに変更となりました。
今年度は神奈川県（湘南地区）の所管で平塚市湘南海岸公園（最寄り駅：JR平塚駅徒歩約 15分）

での訓練実施となり、以下の要領で実施されます。

 ※�今年度訓練は訓練参加者並びに事前登録の関係者（事務局にご相談ください）にて実施致します。
一般見学も受付ますが駐車スペース等の制約もあり事前に事務局までご相談ください。

開催日時：2023年10月24日（火） 14時～17時
開催場所：神奈川県立県民ホール　小ホール



※「所定の様式」はホームページからもダウンロードできます。

● 社名変更　● 組織変更　● 住所変更　● 電話/ FAX 番号変更　● 協議会ご担当者変更等
【事務局：電話 045-212-1454　　FAX 045-212-1455】　　

E-mail:jimu@kanagawa-bousai-hpg.or.jp
URL:https://www.kanagawa-bousai-hpg.or.jp

協議会からの“お知らせ”と“お願い”

事務局までお知らせ・ご連絡をお願いします。

令和５年 9 月 15 日　防災協だより　第 142 号（6）

〔指定する高圧ガス（可燃性、酸素、毒性、液化石油、特殊高圧の各ガス）を一定数量以上移動（輸送）
するには『高圧ガス移動監視者』の資格が必要となります。〕

2023年度高圧ガス移動監視者講習会開催予定

講習期間・検定日程 検定会場 定　員

〔講　習〕（第３回） 
2023/10/25（水）～11/15（水） 

（オンライン講習） 
〔検　定〕 
2023年12月1日（金） 

10時00分～11時30分

かわさき保育会館　大会議室 
川崎市川崎区渡田新町3-2-8 

「京急八丁畷」駅下車　徒歩15分
100名

〔講　習〕（第４回） 
2024/1/11（木）～2/1（木） 

（オンライン講習） 
〔検　定〕 
2024年2月16日（金） 

10時00分～11時30分

かわさき保育会館　大会議室 
川崎市川崎区渡田新町3-2-8 

「京急八丁畷」駅下車　徒歩15分
100名

※申込みは高圧ガス保安協会（ＫＨＫ）ホームページからになります。（ご注意ください！）
※ＫＨＫホームページからの申込期間（インターネット申込）
第３回：２０２３/９/１２～１０/２、第４回：２０２３/１１/７～１１/２８　

社名、住所、組織変更等及び人事異動による変更等がありましたら、お手数ですが所定の様式
に必要事項をご記入のうえ、防災協議会事務局宛お送りください。

機関誌141号 9頁の「高圧ガス行政関係異動情報」の相模原消防局電話 /FAX番号に誤記があり
ました。謹んでお詫び申し上げるとともに訂正のお知らせと致します。

（正）
相模原市消防局消防部危険物保安課ガス・火薬保安班
電話番号：042-751-9137　　ＦＡＸ：　042-786-2472

【訂正とお詫び】


